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協定未締結集落 
8集落 
21.1％ 

協定締結集落 
30集落 
78.9％ 

協定締結対象集落（38集落） 全対象農用地 
45,536アール 

平
成
１８
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業 

３０
集
落
に
6
1
4
0
万
5
千
円
を
交
付
 

取り組めなかった農用地 
5,205アール　11.5％ 

取り組んだ農用地 
40,331アール 
88.5％ 

　
中
山
間
地
域
は
、
我
が
国
の
農
業
の
重

要
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

地
に
比
べ
る
と
生
産
条
件
の
不
利
性
か
ら
、

担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
な

ど
に
よ
り
、
農
用
地
の
維
持
管
理
が
難
し

く
な
り
、
洪
水
防
止
な
ど
多
面
的
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

集
落
を
対
象
に
、
国
・
県
の
助
成
を
受
け

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１８
年
度
は
、
３０
集
落
と
協
定
を
締

結
し
、
6
1
4
0
万
5
千
円
を
交
付
し
ま

し
た
。 

　
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
集
落
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
一
度
協
定
締
結
へ
向
け
た

再
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

農
林
政
策
課（
1
内
線
2
8
1
） 

　交付金の50％以上が集落の活性化
につながるよう、水路・農道などの維
持管理、電気柵等鳥獣害防止対策、周
辺林地の下草刈りなどの共同取組活動
に充てられています。 
 

農作業の共同化 
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6
月
定
例
市
議
会
が
6
月
4
日
か
ら
２０
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、「
情

報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
市
民
の
快
適
な
生

活
向
上
や
企
業
誘
致
、
移
住
要
件
と
し
て
不

可
欠
な
も
の
で
す
。」
と
、
防
災
行
政
無
線

な
ど
の
早
期
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

●
予
　
算
●

勝
山
市
一
般
会
計
は
2
億
5
3
1
5
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
１
0
8
億
3
7
8
3
万

円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
市
庁
舎
の
耐
震
補

強
計
画
に
4
0
0
万
円
、
防
災
行
政
無
線

（
同
報
系
）
の
基
本
設
計
に
１
4
5
万
円
、

福
井
社
会
保
険
病
院
を
利
用
す
る
妊
婦
に
対

す
る
交
通
費
助
成
と
し
て
４５
万
円
、
中
心
市

街
地
と
平
泉
寺
で
歴
史
的
景
観
に
配
慮
し
た

建
物
に
改
修
な
ど
し
た
際
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
歴
史
的
ま
ち
な
み
景
観
創

出
事
業
に
2
6
0
2
万
7
千
円
の
増
額
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
条
例
制
定
等
●

・
市
用
品
調
達
基
金
条
例
を
廃
止
（
市
が
使

用
す
る
事
務
用
品
は
一
括
購
入
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
事
務
効
率
化
に
よ
り
、
各
課

で
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）

・
勝
山
市
土
地
開
発
基
金
の
運
用
を
見
直
し
、

基
金
の
額
を
4
億
4
3
0
0
万
円
か
ら
3

億
2
3
0
0
万
円
と
し
ま
し
た

・
勝
山
市
税
条
例
の
一
部
改
正
（
国
民
健
康

保
険
税
に
お
け
る
課
税
限
度
額
を
５６
万
円

に
引
き
上
げ
る
、
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
な
ど
）

・
勝
山
市
議
会
の
常
任
委
員
会
の
委
員
定
数

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

・
勝
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
会
議
録
が
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作

成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
工
事
な
ど
契
約
に
関
し
、
市
民
に
疑
惑
の

念
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い

な
ど
の
、
政
治
論
理
を
確
立
す
る
た
め
、

勝
山
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た

●
そ
の
他
●

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
勝
山
市
道
路
線
の
認
定
、
変
更
、
廃
止

・
そ
の
他
、
１
意
見
書
、
3
陳
情
が
可
決
お

よ
び
採
択
さ
れ
ま
し
た

招集のあいさつをする
市長

6
月
１５
日
に
、昨
年
定
年
退
職
し
た
前
建
設
部
長
が
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

市
役
所
の
関
係
部
署
が
捜
索
を
受
け
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
容
疑
が
事
実
で

あ
れ
ば
、
職
員
に
対
す
る
監
督
不
行
届
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
行
政
の
長
と
し
て

そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
、
勝
山
市
は
一
般
競
争
入
札
の
導
入
な
ど
入
札
制
度
の
改
善
に
努
め

て
い
る
最
中
の
事
件
で
あ
り
、
大
変
遺
憾
で
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
市
役
所
内
部
の
腐
っ
た
ウ
ミ
を
徹
底
的
に
搾
り
出
し
、
業
界

と
の
根
深
い
不
適
切
な
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責

任
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
業
務
の
シ
ス
テ
ム

を
改
善
し
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
遵
守
）
の
向
上
を
図
り
、
透

明
性
を
高
め
、
公
明
正
大
な
行
政
を
推

進
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を

回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の

ご
協
力
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
山
市
長
　
山
　
岸
　
正
　
裕
　

公
明
正
大
な
行
政
で
信
頼
を

不
祥
事
に
係
る
原
因
究
明
及
び
改
革
委
員
会
を
設
置

6
月
２８
日
、
元
市
職
員
の
不
祥
事
に
係
る

原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
を
調
査
検
討
す
る

庁
内
組
織
を
設
置
し
、
翌
２９
日
に
は
第
１
回

の
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
委
員
会
に
は
次
の

3
つ
の
部
会
を
設
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

課
題
の
検
討
を
行
い
、
委
員
会
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
制
度
改
革
部
会

全
体
的
な
制
度
、
事
務
改
善
な
ど
に
つ

い
て
、
原
因
の
究
明
や
再
発
防
止
策
を
検

討
す
る

○
事
件
調
査
部
会

事
件
の
経
過
を
見
な
が
ら
、
関
係
職
員

な
ど
か
ら
の
聴
き
取
り
を
行
う
と
と
も

に
、
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る

○
倫
理
問
題
部
会

綱
紀
粛
正
と
服
務
規
律
の
確
保
に
つ
い

て
検
討
す
る

同
委
員
会
で
は
、
情
報
共
有
に
よ
る
チ
ェ

ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
の
改
革
案
を

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
山

岸
市
長
は
7
月
3
日
、
入
札
・
契
約
業
務
の

財
務
事
務
の
改
正
に
つ
い
て
全
職
員
に
通
知

し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
市
長
に
報
告
し
、
随
時
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
報
告
し
て
い
く
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
全
て
の
部
会
案
が
検
討
さ
れ

次
第
、
最
終
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
市
民

の
皆
様
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

不祥事に係る原因究明及び改革委員会

市　　　　　　　長

改　革　委　員　会

制度改革部会　　○総務部、建設部、産業部

事件調査部会　　○会計管理者、総務部、建設部、市長公室

倫理問題部会　　○市長公室、総務部、教育部

各部会

○印：部会長

委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員

副 市 長
教 育 長
総 務 部 長
建 設 部 長
産 業 部 長
教 育 部 長
会 計 管 理 者
市 長 公 室 長
秘書･広報課長

全職員を前に訓示を行う山岸市長


